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あ･ら･か･る･と市政
　

今
年
の
漢
字
は
「
開
」。
島
田
市
の
10 
大
ニ
ュ
ー
ス
を
発
表

問
秘
書
課 

☎
３
６-

７
１
１
７

　

12
月
25
日
に
行
わ
れ
た
定
例
の
記
者
懇

談
会
で
、
染
谷
市
長
は
一
年
を
振
り
返
り

「
島
田
市
の
10
大
ニ
ュ
ー
ス
２
０
１
４
」
を

発
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
過
や
実
績
、
そ
し

て
今
後
の
計
画
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
大
ニ
ュ
ー
ス
を
受
け
て
染
谷
市

長
は
、
島
田
市
の
今
年
１
年
を
漢
字
１
文
字

萩原署長（左）に署名簿を提出する
大石会長（中央）と役員の皆さん

で
「
開
」
と
表
現
。
こ
れ
に
は
「
開
拓
精

神
で
臨
ん
だ
」「
島
田
市
の
新
た
な
ペ
ー
ジ

を
開
い
た
」「
事
業
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ

た
」
な
ど
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
島
田
市
の
10
大
ニ
ュ
ー
ス
】（
日
付
順
）

◉
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
に
伴
う
大
井

川
流
量
の
減
少
予
測
へ
の
対
応

◉
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
配
置

◉
大
井
川
鐵
道
に
お
け
る
「
き
か
ん
し
ゃ

ト
ー
マ
ス
号
」
出
発
進
行

◉
川
根
温
泉
ホ
テ
ル
の
オ
ー
プ
ン

◉
新
市
立
島
田
市
民
病
院
建
設
基
本
構
想

お
よ
び
基
本
計
画
の
策
定

◉
第
１
回
「
女
性
議
会
」
の
開
催

◉
ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業
が
好
調

◉
島
田
市
平
和
都
市
宣
言
を
お
披
露
目

◉
牛
尾
山
の
開
削
と
第
二
海
軍
技
術
廠
し
ょ
う

牛

尾
実
験
所
跡
遺
跡
（
関
連
ニ
ュ
ー
ス
）

◉
都
市
計
画
道
路
「
横
井
中
央
線
」（
通
称
・

大
津
通
り
）
供
用
開
始

あ
た
り
、
誰
が
ど
ん
な
役
割
を
担
い
、
ど

の
よ
う
な
方
法
で
決
め
て
い
く
の
か
を
明

文
化
し
た
も
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組

み
や
基
本
ル
ー
ル
を
定
め
た
条
例
で
す
。

　

第
１
回
「
自
治
基
本
条
例
を
考
え
る
市
民
会
議
」
を
開
催

　

島
田
市
消
防
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
２
台
を
更
新

　

自
治
会
長
連
合
会
が
無
事
故
無
違
反
を
誓
う
署
名
簿
を
提
出

問
企
画
課 

☎
３
６-

７
１
２
０

　

12
月
13
日
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

を
目
的
と
し
て
、
第
１
回
「
自
治
基
本
条
例

を
考
え
る
市
民
会
議
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行
わ

れ
、
20
代
か
ら
70
代
ま
で
の
委
員
15
人
が
理

想
と
す
る
島
田
市
の
形
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。
本
年
度
内
に
会
議
を
４
回

開
き
、
条
例
制
定
の
必
要
性
に
つ
い
て
確
認

し
ま
す
。
平
成
27
年
度
に
は
、
条
例
の
素
案

を
行
政
と
連
携
し
て
ま
と
め
ま
す
。
会
議
は

平
成
29
年
４
月
の
条
例
施
行
を
目
指
し
、
３

年
間
で
20
回
程
度
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

自
治
基
本
条
例
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課

題
へ
の
対
応
や
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に

問
危
機
管
理
課 

☎
３
６-

７
２
１
２

　

島
田
消
防
団
第
７
分
団
１
部
（
身
成
）
と

第
13
分
団
１
部
（
川
根
町
家
山
）
の
ポ
ン
プ

車
各
１
台
が
更
新
さ
れ
、
12
月
22
日
に
プ
ラ

ザ
お
お
る
り
で
「
引
渡
し
式
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
新
車
両
は
、
と
も
に
四
輪
駆
動
車
で

６
人
乗
り
。
従
来
の
ポ
ン
プ
車
と
比
較
し
、

大
型
真
空
ポ
ン
プ
を
装
備
す
る
こ
と
で
、
揚

水
能
力
が
向
上
し
ま
し
た
。

　

大お
お
い
し石

和か
ず
み己

消
防
団
長
は
謝
辞
で
「
島
田
市

を
災
害
か
ら
守
る
た
め
一
層
精
進
し
て
い

き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

問
秘
書
課 

☎
３
６-

７
１
１
７

　

島
田
市
自
治
会
長
連
合
会
は
12
月
４
日
、

無
事
故
無
違
反
を
誓
う
６
万
１
６
７
９
人

分
の
署
名
を
島
田
署
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

署
名
は
、
市
内
68
の
全
自
治
会
を
挙
げ

て
、
昨
年
８
月
下
旬
か
ら
実
施
。
小
学
生
以

上
の
住
民
に
、
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
や
飲
酒

運
転
の
撲
滅
な
ど
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

活発に意見を交わす委員たち

直筆の「今年の漢字」を披露する染谷市長

市長から目録を受け取る大石団長
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や
指
の
触
覚
で
楽
し
め
る
工
夫
を
凝
ら

し
た
視
覚
障
害
者
向
け
の
絵
本
な
ど
を

指
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
絵
本
は
、
目
で

も
楽
し
め
る
仕
掛
け
や
さ
ま
ざ
ま
な
材

質
に
よ
る
触
感
な
ど
が
施
さ
れ
て
お
り
、

視
覚
障
害
の
無
い
人
で
も
楽
し
め
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
立
図
書
館
と
静
岡
福
祉
大
学
が
相
互
協
力
の
協
定
を
締
結

　

災
害
救
助
に
必
要
な
物
資
等
の
提
供
に
関
す
る
協
定
を
締
結

問
図
書
館
課 

☎
３
６-

７
２
２
６

　

島
田
市
立
図
書
館
は
12
月
24
日
、
静
岡
福

祉
大
学
附
属
図
書
館
と
相
互
協
力
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
協
定
の
目
的

は
、
図
書
館
活
動
の
幅
広
い
連
携
と
、
所
蔵

す
る
情
報
資
源
の
有
効
活
用
。
互
い
の
蔵
書

（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
図
書
な
ど
）
を
そ
れ
ぞ
れ

の
利
用
者
が
取
り
寄
せ
て
利
用
す
る
こ
と

や
、
共
同
企
画
の
推
進
、
学
生
の
実
習
の
場

の
提
供
を
円
滑
に
す
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
２
月
に
は
、
島
田
図
書
館
を
会
場
に

バ
リ
ア
フ
リ
ー
図
書
な
ど
の
企
画
展
を
開

催
す
る
予
定
で
す
（
22
ペ
ー
ジ
参
照
）。

※
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
図
書
」
と
は
、
布
や

凹
凸
の
あ
る
厚
紙
な
ど
で
作
ら
れ
、
手

問
危
機
管
理
課 

☎
３
６-

７
１
４
３

　

12
月
16
日
、
志
戸
呂
・
大
代
の
両
自
治
会

は
、
同
地
区
に
新
た
に
立
地
し
た
株
式
会
社

タ
カ
ラ
・
エ
ム
シ
ー
と
、
災
害
救
助
に
必
要

な
物
資
等
の
提
供
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
地
震
・
風
水
害
・
そ

の
他
の
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
自
治
会

の
要
請
に
応
じ
て
同
社
が
保
有
す
る
食
料
・

飲
料
水
お
よ
び
一
時
的
な
避
難
ス
ー
ペ
ー

ス
が
、
地
域
住
民
に
無
償
で
提
供
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

バリアフリー図書を前に協定書
を手にする太田学長（右）と市長

左から染谷市長、上野タカラ・エムシー代表取締
役、鈴木自治会長（志戸呂）、杉山自治会長（大代）

サイロ内部の木材チップ搬出作業

立ち上る煙の中で続けられる消火活動

　

消
防
関
係
者
の
活
躍
で
木
材
チ
ッ
プ
サ
イ
ロ
火
災
が
鎮
火

問
危
機
管
理
課 

☎
３
６-

７
１
４
３

　

12
月
31
日
、
特
種
東
海
製
紙
㈱
島
田
工
場

内
（
向
島
町
）
の
木
材
チ
ッ
プ
サ
イ
ロ
で
火

災
が
発
生
し
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
煙
や
木

材
の
焦
げ
た
臭
い
が
充
満
し
ま
し
た
。

　

市
消
防
本
部
お
よ
び
同
工
場
に
よ
る

と
、
こ
の
火
災
で
鉄
骨
造
り
の
サ
イ
ロ
（
約

４
８
４
０
㎡
）
と
収
容
し
て
い
た
木
材
チ
ッ

プ
４
３
７
６
ｔ
が
全
焼
。
煙
（
無
害
）
は
西

風
に
流
さ
れ
、
一
時
は
幅
２
〜
３
㎞
、
長
さ

約
10
㎞
に
わ
た
っ
て
広
が
り
ま
し
た
。

　

サ
イ
ロ
は
密
封
構
造
で
開
口
部
が
無
い

こ
と
や
、
燃
え
や
す
い
木
材
チ
ッ
プ
が
大
量

に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
消
火

活
動
は
難
航
。
重
機
で
壁
を
壊
し
て
開
口
部

作
り
、
放
水
し
な
が
ら
倉
庫
内
の
チ
ッ
プ
を

か
き
出
す
作
業
が
繰
り
返
し
、
夜
を
徹
し
て

続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
消
防
団
と
市
消
防
本
部
お
よ
び
同
工

場
特
設
消
防
団
に
よ
る
懸
命
な
消
火
活
動

に
よ
り
、
火
災
の
発
見
か
ら
約
84
時
間
後

の
１
月
３
日
に
鎮
圧
。
５
日
午
後
に
は
鎮

火
し
、
５
日
間
で
消
火
に
携
わ
っ
た
人
員

は
延
べ
約
２
９
４
０
人
、
消
防
車
両
は
延

べ
約
３
２
０
台
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

市
と
し
て
も
火
災
発
生
に
伴
い
、
消
火

活
動
に
加
え
て
同
報
無
線
・
防
災
無
線
・

車
両
に
よ
る
広
報
活
動
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
に
よ
る
情
報

発
信
を
実
施
。
ま
た
、
周
辺
自
治
会
や
近

隣
自
治
体
へ
の
連
絡
や
緊
急
避
難
所
の
開

設
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
不
安
軽
減
に

努
め
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
煙
や
臭
い
の
拡

散
に
よ
る
ご
迷
惑
や
ご
心
配
を
お
掛
け
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
市
消
防
本
部
と
島
田

警
察
署
が
原
因
究
明
を
進
め
ま
す
。
今
回

の
火
災
に
伴
う
各
種
相
談
に
つ
い
て
は
、
特

種
東
海
製
紙
㈱
の
火
災
相
談
窓
口
（
平
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

☎
３
６-

５
１
５
２
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。


